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１．行政、企業、ＮＰＯの共通項と違いとは 

 

（１）阪神・淡路大震災における｢２つの気づき｣ 

①“オモテ”の気づき ～知って、驚き、ココロが動く 

②“ウ ラ”の気づき ～｢ボランティア｣が行政の限界点を超えた！ 

 

（２）行政、企業、ＮＰＯの特性と意義 

①ＮＰＯと行政、企業との間の相関関係とは 

・ＮＰＯと行政の共通項･･･非営利性 

・ＮＰＯと企業の共通項･･･非政府性 

 

【図１】ＮＰＯと行政、企業との特性分析（加留部作成） 
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（各々のセクターを支える基本的な判断基準） 

 

②ＮＰＯが「New Public Organization 」と呼ばれるわけ 
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２．地域、行政、ＮＰＯの共働のあり方について 

 

（１）共働のカタチ 

・「協働」は行政の言葉?! 

・これまでの｢協働｣スタイルとこれからの｢共働｣スタイル 

【図２】｢きょうどう｣のカタチあれこれ（加留部作成） 

 

       ①   理   念      ①→②、②→③へブレイクダウンする 

 

       ②   組   織          意 思 決 定 

 

       ③   実   施               の共働が皆無！ 

 

 

（２）共働へのプロセス 

・そもそもは民間同士で解決できていた！ 

【図３】行政との共働はどのようにして生まれたか 

（加留部作成） 

課題解決へのアプローチ 
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課題

元来、市民と市民の関係(民民関係)の中で日常の課題は解決していたが、どうしても解決できない課題につ

いては行政に負託していった。そうして行政への依存が日常化し、次第に｢民民｣の関係性が弱まっていき、

ますます行政の役割が大きくなっていった。しかし、行政だけでは担いきれないほどニーズが多様化してい

く中で、行政以外からの課題解決へのアプローチが始まっていった。それがボランティアやＮＰＯ、コミュ

ニティの活動である。これらはその失われゆく｢民民｣の関係性を自らが再び結びなおす作業でもある。 

すべての出発･帰着は｢何のために

共働するのか｣にあり、共通の目的

なき共働は単なる｢癒着｣である 

行政は自らに換わる担い手を発

掘･強化するために、共働の相手

方となる可能性を支援していく 



（３）共働へのストーリー 

・｢共働｣は起承転結の｢転｣にすぎない 

・｢共働｣は｢ストーリーづくり｣である 

【図４】共働へのストーリーとワークショップ（加留部作成） 

≪物語≫     ≪共働へのプロセス≫      ≪ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ≫ 

起    共 有                 共 有  

 ↓     ↓    ←                             ↓ 

承    共 感                 発 散  

          ↓     ↓                    ↓ 

転    共 働   ←             収 束  

          ↓     ↓                    ↓ 

結    共 創                 統 合  

 

 

３．地域・市民と向き合う、ということ 

 

（１）地域社会との共働は新しい“風土づくり” 

・「風の人」と「土の人」 

【図５】風の人、土の人（出典：法政大学教授・田村明氏による） 

 

風  ← ボランティア、ＮＰＯ 

 

土  ← 地域 

 

両者あいまって「風土」となる 

 

・「まつり」のしくみからみるコミュニティ 

→まつりは氏子たちが氏神に心を寄せ合う姿 

【図６】まつりの構造（出典：郷土史家・中島忠雄氏による） 
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時間がかかり面倒だが、よ

り良い成果のため欠かす

ことのできないプロセス 

難解なプロセスに準備不

足状態で取り組んでいる! 



（２）｢コミュニティ｣の意味するもの 

・地域に入って知って欲しい３つのこと 

     ・「コミュニティ」とは 

・我々の｢共通の敵｣とは 

 

 

（３）｢ワーク｣を｢ネット｣する 

・「ネット」と「ワーク」は切り離して考える 

・集まっただけでも「ネット」は出来上がり 

→目的なき「ネット」の多いこと！「ワーク」のないネットも多いこと！ 

・まずは「何をするのか」という「ワーク」を創り出す 

 

 

（４）出会いと交流の向こうにあるもの ～共働の成果とは 

・我々は出会いきれていない 

・交流は掛け算である 

・｢民民関係｣の強化を目指す ～一体、誰が豊かになるのか？ 



 

 
 

 


